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新春講演会と新入会員歓迎名刺交換会
■ANAクラウンプラザホテル■1月19日

　今にも泣きだしそうな冬空の１月19日、ＡＮＡクラ
ウンプラザホテルにて恒例の「新春講演会と新入会員
歓迎名刺交換会」が盛大に開催されました。広島東税
務署・中国税理士会広島東支部・取扱保険会社三社か
らのご来賓をお招きし、昨年を上回る157名の参加が
ありました。
　第１部では、アフラックの創業者・最高顧問であら
れます大竹美喜氏に「大竹流経営哲学」という演題で
ご講演をして頂きました。
　大竹氏は法人会の取扱保険会社三社の１つである
「アフラックの創業者である」というだけではなく、
広島県庄原市のご出身で現在東京広島県人会の会長と
してもご活躍をされており、郷土「広島」に対しての
思いも交えてお話をして頂きました。
　アフラックの創業は「愛」と「正義」そして「社会
矛盾への挑戦」である事に触れられ、「企業にとって
重要なのはその経営哲学を社員一同で共有していく事
である」と話されました。また、ご自身の経験や日本
を代表する政治家や経営者の方々との交流のエピソー
ドの中で、大竹氏が感じられた様々なお話を聞く事が

新入会員オリエンテーション
　１月19日、ANAクラウンプラザホテルにお
いて、新入会員14名が出席し、広島東税務署・
取扱保険会社三社からご来賓をお招きし、法人
会の基本的指針や沿革、福利厚生の説明、更に
は税についての説明と充実した 2 時間を過ごし
ました。
　また、今後の会活動に積極的に参加し、一層
の協力することを確認しました。

　第 2 部の新入会員歓迎名刺交換会では、本年度の新
入会員177社のうち24社が参加されました。ステージ
一杯の新入会員へ会員バッジの贈呈を行った後、自己
紹介をして頂きました。
　懇親の中では会場中で名刺交換が行われ、活気のあ
る異業種交流が行われ、広島東法人会の結束が更に深
まった会となりました。 （総務委員　實田泰之）

できました。
　そのお話の中に、企業経営は「心」である、企業は
人なり、失敗を恐れない、リーダーとマネージャーの
違い等々、挙げきれないほど多くのキーワードが出て
くる中味の濃いお話でした。経営者としての心得・条
件は参加された皆さんの参考になったのではないで
しょうか。
　最後に広島の地は如何に素晴らしいか、日本の経済
にとって中小企業が如何に重要かをお話され、それを
継続していく重要さを熱く語られた。あっという間の
50分間でした。
　講演後に講演の原稿が配布されました。この講演の
為に万全の準備をして頂いていた事を知り、大変驚き
ました。

〈第2部〉新入会員歓迎名刺交換会

〈第1部〉アフラックの創業者大竹氏が講演
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広島東税務署長
金田　正孝氏

署長講演会

　12月 3 日、リーガロイヤルホテル広島において金田
正孝広島東税務署長による講演会が開催されました。
　金田署長は、「相続税事務に従事してみて」と題
して、相続税の申告状況や相続税の調査状況につい
て講演されました。
　講演では、相続税の課税状況や相続税の課税割合
の推移・相続税の軽減や猶予の措置、相続財産の構
成比について、グラフや分布図を用いながら、遺産
総額合計が18年間で25％減少しているなどの例を挙
げて、各年度の地価や経済情勢などに応じた変遷を
丁寧に説明されました。
　また、相続税の調査状況について、平成24年度の
調査件数等や申告漏れ財産の状況、近年、重点を置
くようになっている海外資産に対する調査の話のほ
かに、税務署では、悪質な課税逃れ等への取組を強
化しつつ、税務行政の効率化を図る観点から、書面
でのお尋ねなどによる「自主的な見直しの呼びかけ」
などの調査以外の多様な手法を活用して、適正申告
の確保に努めていることなどの説明がありました。
　最後に、相続対策に当たっては、相続人間の遺産
争いが生じないような分割を考慮した上で、行うこ
とが大切であると話をされました。参加者は87名。

会員増強に向けての
協議会・支部委員会の開催

　 8 月29日、ANAクラウンプラザホテルにおいて、
広島東税務署・中国税理士会広島東支部・取扱保険
会社三社からご来賓を多数お招きし、三者連絡協議
会が盛大に開催されました。
　平成26年度の目標指数、各支部における実施時期、
実施方法等について、協議されました。更に、 9 月
～10月において、合同支部委員会を 5 ブロックで開
催し、会員増強の実際の活動方法が支部長を中心に
確認されました。
　会員増強運動については、地区役員さんのご協力
により、良い成果が上がっています。なお一層のご
協力をお願いします。

演
題相続税事務に従事してみて

平成25年度 会員増強表彰 特別優秀賞

支部委員会のもよう
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社会貢献活動
税を考える週間パレード

　11月11日、広島東間税会の主催する「税を考える
週間パレード」に、他の税務協力団体とともに会員
11名が消費税の啓発活動の一環で、本通りをパレー
ドしました。

租税教育用下敷きの寄贈
　市内の小学校 4 年生、中学校１年生を対象とした
租税教育用下敷きを3,600枚作成し、11月20日に寄
贈しました。下敷きの寄贈は今回で10回目となりま
す。

物品の寄贈
　広島市障害福祉部が支援する地域活動支援セン
ターⅢ型事業所「特定非営利活動法人エポケー」に
ウッドカーペット１式とパソコン１台を寄贈しまし
た。12月24日、市役所で行われた贈呈式には、野坂
会長他 3 名が出席。就労支援製品の製造作業の効率
化が図れると、大変に喜んでいただきました。

平成27年度税制改正提言��
広島市長と地元選出国会議員に提出

　野坂会長、長沼副会長、黒木税制委員長が12月8
日に、松井広島市長及び碓井広島市議会議長を訪問
し、平成27年度の税制改正に関する提言を行いました。
　また、12月18日には、地元選出の国会議員、斉藤
鉄夫氏の事務所に、提言書を提出しました。

新設法人説明会
　12月10日、広島商工会議
所において、当会と広島西、
広島南法人会が合同で新設
法人説明会を開催し、「法
人をめぐる税務のポイント」と題して、広島西税務
署法人課税審理専門官付上席調査官の濱村敏広氏及
び戸田美智子氏が説明されました。会員増強期間中
につき、各会は入会のしおりを配付し入会をお願い
しました。出席者22名。

＊　　　　　＊　　　　　＊

消費税セミナー
　１月27日、広島商工会
議所において、広島商工
会議所と共催で弁護士・
弁理士の南部朋子氏を講

師に迎えて消費税セミナーが開催されました。「消
費税増税でどう変わる！　 契約・支払い・表示方法」
と題して、独占禁止法、下請法、景品表示法等を正
しく理解し、健全な経営を行うために何が必要かの
説明を受け、大変有意義な研修会となりました。出
席者35名。
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　 9 月19日、オリエンタルホテル広島にて、第 2 回
青年経営者勉強会を開催致しました。今年 6 月に公
益社団法人発明協会が発表した「戦後日本のイノ
ベーション100選」において、トップ10にランクイ
ンした「ウォシュレット」について、「時代と共に
進化するウォシュレット」というテーマで、TOTO
株式会社 薮田浩二氏にご講演を頂きました。
　講演の中で発売当初の懐かしいTVCMを観て当
時のインパクトを思い出し大変懐かしく思いまし
た。ところが、実はそのCMが当時はトイレという
事もあり、クレームや批判が相次いだそうです。今
ではほとんどの人が認識している商品が、当時はま
だまだ普及しておらず、現在のように認知されるま
での苦労を知りました。
　更にウォシュレットの進化にまつわるエピソー
ド——従業員に頭を下げて実際に使ってもらい、水
の出る角度などを試していたそうですが、当初は女
性社員は特に抵抗があり、苦労されたとの話などを
聞き驚きました。
　今では、全国の約 7 割の家庭に普及していると言
われるウォシュレットの開発秘話や、発売当初の苦
労話など貴重な話を聞く事が出来、大変有意義な講
演会でした。
� （青年部会研修副委員長　築城隆臣）

■11月18日　� ■ANAクラウンプラザホテル

広島国税局長講演会
■9月19日　� ■オリエンタルホテル広島�

第2回青年経営者勉強会
“進化するウォシュレット”
をテーマにTOTOの薮田氏が講演

　11月18日、リーガロイヤルホテル広島におきまし
て、広島国税局長・大西淳也様に「税務行政の現状」
と題しましたご講演をいただきました。
　ご講演の内容は——、アベノミクスについてのお
さらい。社会の現状については人口減少や高齢化社
会といった外部要因に関して。国家財政の現状につ
いては債務と歳出の関係や国際的に見た日本の財務
状況に関して。中国地方の現状については広島は全
国的に平均的な数字を出している県であり、ベンチ
マークと言えること。税務行政の現状では更なる効
率化が求められている、といった内容でそれぞれに
グラフなどを使いわかりやすくご講演いただきまし
た。最後に税制改正等についてのお話がありました。
　資料は汎用的に準備しているとのことでしたが、
日頃からこのような場を想定されてよく考えられた
資料であったと思います。全体的にユーモアを交え
ながらの楽しい約１時間の講演となりました。
　外税表示の為に会計時に思ったよりも高くなり、
国税局長でありながらも「コノヤロー」と思う、と
のお話が印象的でした。ご講演の内容が盛りだくさ
んであったため、講演会ではお聞きすることができ
なかった諸々の話題も懇親会で楽しくお話できたの
ではないかと思います。
� （青年部会広報副委員長　小川裕介）

「税務行政の現状」演
題
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「租税教室」
開催校は毎年増加傾向

　青年部会の中心的活動のひとつ「租税教室」を今年
度も実施しました。
　租税教室とは、小学 6 年生を対象に、青年部会員が
講師として教壇に上がり、税金の意義や役割について
理解を進める授業を行うものです。今年度は、管内12
の小学校29クラス882名に対して開催いたしました。

今年度12小学校、29クラス、882人を対象に開催

　幸いなことに、各学
校のご理解と租税教育
活動への関係各所のお
力添えをもって、開催
校は毎年増加傾向にあ
ります。
　さらにうれしいこと
に、青年部会内部で
は、新入部会員を含
め、租税教室未経験の
メンバーが、積極的に
講師役や補助役を買っ
て出てくれており、
年々、活動の広がりと
内容の深化が期待でき
る雰囲気が醸成されて
きています。

租税教育活動のさらなる活発化を
　税金は何のためにあるのか、税金の仕組みや使い道
といった国の根幹をなす重要な決定はどのようになさ
れるのか、そして健全な納税意識を持つ国民のあり様
がいかに大切か――などの要素を詰め込んだ授業を行
うのですが、未来を担う小学生に対し、どのような表
現で伝えるのがよいか悩みつつ進めます。
　実際に各学校を訪問してみると、学校ごとの校風な
り、クラスごとの特徴なりも様々。かつ、児童一人ひ
とりの個性も感じながら授業を行うという経験を通じ
て、我々青年部会員自身が、納税者としての日常や、
経営者としての日常を振り返る契機ともなり、たいへ
ん触発される活動ともなっています。
　今後も青年部会では、経験値を高め広げつつ、更な
る活発化をもって租税教育活動に資する所存です。
 （青年部会組織委員会副委員長　岡本泰彦）

租税教室の開催状況
小学校名 開催日

広島三育学院 7 月15日（火）

東　浄 11月26日（水）

安　田 11月28日（金）

白　島 12月１日（月）

尾　長 12月 9 日（火）

袋　町 12月10日（水）

早稲田 １月 9 日（金）

大　州 １月15日（木）

戸　坂 １月19日（月）

戸坂城山 １月21日（水）

千　田 １月23日（金）

矢　賀 2 月16日（月）
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税に関する絵はがきコンクール入選作選定

　小学校全校に夏休みの宿題として、税に関する絵はがきを
募集したところ、昨年を大きく上回る児童（651名）から応
募がありました。絵画講師による審査結果、優秀賞10点、入
賞10点を選定し、さらに優秀賞の中から、広島東税務署長賞、
広島東法人会長賞、女性部会長賞、青年部会長賞を選定しま
した。12月 4 日には、早稲田小学校に広島東税務署長と石井
女性部会長が訪問して、表彰式を行いました。

　優秀賞、入賞の
作品は、11月17日
から12月19日まで
の間、もみじ銀行
本店、広島銀行本
店、フジグラン広
島に順次展示され
ました。

絵はがきコンクール上位入選者一覧表
区　分 小学校名 氏　名

税務署長賞 早稲田 蛯江日菜実
会　長　賞 牛　田 山﨑　京子
女性部会長賞 早稲田 瀬川奈緒子
青年部会長賞 戸　坂 松田　碧音
優　秀　賞 白　島 福田　崚太

〃 千　田 池田奈々美
〃 戸　坂 柴﨑　里帆
〃 牛　田 岡崎　　結
〃 安　田 垣内田愛莉
〃 広島三育学院 後藤　祐子

�入選作品で
カレンダー
�を制作
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年部会青 NEWS
　10月29日、ホテルJALシティ広
島にて青年部会10月例会が開催さ
れました。「プレ租税教室」と題
して、組織委員会・岡本泰彦副委
員長が講師となり、実際に小学校
で租税教室をしているという設定
で、シナリオに沿って授業の進め
方の説明を受けました。
　先ずは自己紹介から始まり、税
金の種類、税金の必要性等を小学
生に分かりやすく説明、最後は「税
金は社会の福祉に大変役立つ」と
まとめます。授業全体の時間配分
や小学生に手を上げてもらえるよ
うな質問をする等、少し工夫をす

ることで講義の内容も変わり、小
学生に注目してもらえる講義にな
るようです。
　参加者の中から租税教室の担当
を募ったところ、何人かの部会員
が手を上げられました。また、と
にかく未経験者に参加してほしい
との組織委員会・清水委員長から

の要望で、何人か未経験者の参加
が決まりました。
　租税教室は青年部会の基幹事業
と位置づけられています。これか
らも質の高い租税教室ができるよ
うに部会員一同確認した例会とな
りました。
� （部会組織委員　山田英誉）

秋田大会

茨城県連の皆さんと記念撮影

■10月29日　� ■ホテルJALシティ広島�

青年部会10月例会�「プレ租税教室」開講

第28回 法人会全国青年の集い

　平成26年11月21日「第28回法人
会全国青年の集い秋田大会」が、
秋田市の秋田県民会館にて開催さ
れました。
　昨年の広島大会のお礼を兼ねて
の訪問となり、当青年部会からは
山本部会長はじめ総勢16名での参
加となりました。広島空港から出

発し羽田空港にて乗換えという長
旅でしたが、会場周辺では秋田県
の物産展が開催されており、長旅
の疲れも忘れさせられるほどの大
変な賑わいでした。
　大会式典はヴァイオリン演奏か
ら始まりオープニングとなり来賓
紹介、主催・主管者紹介、歓迎の
言葉、租税教育活動の表彰、秋田
大会宣言、租税教育活動表彰、最
後に次回開催地の茨城県連からの
PRがありました。
　続いて行われた記念講演では読
売新聞特別編集委員の橋本五郎さ
んが「リーダーはいかにあるべき

か ～ユタカな国・美しい心をつな
ぐために～」という演題で講演を
されました。ご本人の身の上話等
も織り交ぜながら、われわれ若手
青年経営者がリーダーとして如何
あるべきか！について考えさせら
れる非常に勉強になるお話でした。
　大会式典・記念講演を通して、
昨 年 の 同 時 期 に 開 催 さ れ た
「百万一心」をスローガンに大内
大会会長を筆頭に皆で成功させた
広島大会を思い出し非常に感慨深
いものがありました。
　そして青年部の更なる活性化を
参加者一同誓い合い、帰路につき
ました。
 （部会異業種交流委員長　渡部宏康）

中尾　慶子　並木ＷＩＮＥ
又打　浩彰　㈱キヨカネ
畑石　顕司　㈲三石
岩田　明之　岩田不動産㈱

青年部会新入会員

講演する橋本五郎氏
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　12月17日、オリエンタルホテル
広島において、青年部会12月例会・
懇親会が開催されました。師走の
忙しい中、親会、青年部会ＯＢ、
女性部会、青年部会から約60名の
参加で賑やかに行われました。

　今回は、田中電機工業株式会社
の田中秀和様に「前期高齢者に突
入した社長の独り言」という演題
で、ご講演いただきました。
　時にユーモアとブラックジョー
ク？を交えながらの「独り言」は、

65歳を迎えた前期高齢者とは思え
ないパワフルなもので、1時間で
話しきれないほどのボリュームで
した。
  「経営者がまず目指すべき方向
（経営理念）を皆に示し、社員皆
のベクトル（方向）を同じにして、
強い会社を作る」。社員・幹部に
対する膨大な教育資料とその中に
記されたさまざまな言葉から、そ
ういった思いが伝承され、田中電
機工業の発展の礎になっていると
感じられました。
　講演会の後、懇親会が行われ、
高橋正和氏による占いコーナーも
あり、大いに盛り上がった会とな
りました。
� （部会厚生委員　今西研介）

■12月例会・懇親会

「前期高齢者に突入した社長の独り言」
を演題に法人会青年部会担当副会長田中秀和氏が講演

　 2月 4 日、ROUND １にて青年
部ボウリング大会が開催されまし
た。昨年、一昨年を大きく上回る
40名の方にご参加いただきまし
た。昨年までの会場から今回は場
所を変更し、青年部らしく、若者
の聖地【ROUND １】での開催と
なりました。
　山本部会長の始球式に始まり、
2ゲームの熱い戦いが繰り広げら
れました。１年ぶりにボウリング
をするというメンバーも多く、中
盤にも差しかかると足腰に疲労が

溜まり始め、日頃の運動不足を痛
感する人も少なくなかったように
感じました。大会は終始なごやか
なムードで経過し、部会員同士の
交流を図る非常に有意義な場とな
りました。

　毎年の恒例行事として、来年以
降もこのボウリング大会を継続開
催出来ればと思っています。
（部会異業種交流委員長　渡部宏康）

��ボウリング大会開催恒
例

部会員同士の交流深まる
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　ボーカリストで、「ヤマハウェ
ルネスプログラム健康と歌」認
定講師の平山三佳先生を迎え
て、12月 4 日、女性部会第 3 回
定例会が開催されました。
　先ずは、スースー、ムームー、
ハーハー、と吐く息の練習から
始まりました。深い呼吸は、脳
を刺激し、脳細胞を活性化しま

す。美しい姿勢で椅子に座るため
には、骨盤を立てるように、少し
浅めに腰をかけること。
　次に、両手を胸の真中から空に
向 っ て 大 き く 伸 ば す。 充 分 な
ウォーミングアップの後、全員で
大きな声を出しました。
　仕上げは、”恋の季節”を歌って
ダンスタイムとなり、ラストの決
めポーズもばっちり！！
　 5 歳は若返ったかしらと言いな
がら、その後の懇親会も会話がは
ずみ、楽しい時間となりました。
� （部会顧問理事　山内五十鈴）

性部会女 NEWS

■第２回例会■
 金堂（国宝）の修復を終えた 不動院で開催

■第３回例会■
若さと美しさを保つ！楽しい

ボイストレーニング

　 9 月25日、女性部会第 2回定例会
が、新山安国寺不動院で開かれた。
台風の接近という予報のせいか参加
者は11名と少し淋しかったが、充実
した時間だった。
　安国寺とは足利尊氏が戦乱で命を
失った武士を弔う為に諸国に一寺を
定めたもので、広い寺地だったが後
に戦火で焼けた。その後、秀吉から
破格の寺領を受けて復興させたのが
安国寺恵瓊である。
　例会では、国宝である金堂の修復
が終えたので見学をさせていただい
た。中世禅宗建築である唐

カラ

様
ヨウ

の最大
の建物で、山口から移築したという。
以前堂内は暗く雑然としていたが、
この度入って見ると明るく、整然と
され見違えるような清々しさに満ち
ていた。
　本尊は薬師如来で平安時代の定

ジョウチョウ

朝
様式がうかがわれる。脇侍の日光月
光は失われ後方に時代の下がる小ぶ
りな十二神将が控えておられた。
　須彌壇は暗い栗色の漆がかけら
れ、柵の中程に赤白緑の鮮やかな牡
丹唐草の透かし彫りの板が渡して
あった。堂内の色はその4色だけで
後はすべて洗い流したような明るい
砂色だった。
　屋根は柿

コケラブ

葺き、サワラ材を割って

作る柿は信徒の寄進によるといわ
れた。
　少人数で静かにゆっくりとお参
りと観賞ができ明解な説明をされ
ながら案内をして下さった副住職

麻生弘融さまに改めて感謝申し上
げたく、私たちも不動院を大切に
守ってゆかなければと思った。あ
りがとうございました。
�（部会広報副委員長　伊藤笙子）

■本社
広島市南区大須賀町19-13
TEL（082）2 6 2 - 2 3 5 1
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�ボージョレ・ヌーヴォー
　　　　　　　を楽しみながら

“食べる” をよりスマートに
　11月27日18時からアークホテル広島にて『テーブ
ルマナー研修～ボージョレ・ヌーヴォーを楽しみな
がら「食べる」をよりスマートに～』が開催されま
した。
　講師には現在中区三川町にあるカフェ「Ｍ２」（エ
ムエム)のオーナーであり、各地で料理教室も展開
されている宮崎学様にお越し頂きました。
「テーブルマナー研修」ということで、堅苦しくか
しこまったイメージがあり、不安の中スタートしま
した。最初のうちは「マナー」 を意識し過ぎてしま
い、失敗する場面もありました。
　しかし、研修が進められていくうちに、おいしい
料理と宮崎様の軽妙なトークによって、食事に集中
するだけでなく、なごやかな雰囲気で会話も料理も
楽しめました。
　マナーは格式ばったものではなく、楽しく食事を
とるためのものであり、本質は、「食事に関わる全
ての方への思いやりなのだ」ということを知ること
が出来、大変勉強になりました。
　宮崎様、アークホテルの皆様、ご同席頂いた皆様、
ありがとうございました。
� （株式会社サンネット　北川知美）

　10月23日、研修委員会企画の岡山県宇野港沖の直
島見学ツアーが開催されました。参加人数28名で、県
庁前に 8 時に集合し、バスに乗り込み出発しました。
　直島は近隣に位置しながら、私たちには馴染みの
無い地名ですが、海外では日本の推奨観光地ベスト
10に入るほどの有名な島で、直島発のフェリーには
多くの海外からの旅行者が乗船していました。今回
はその謎を探る研修でした。
　まずは現代アートの美術館であるベネッセハウス
を訪問。眼下に広がる多島美溢れる瀬戸内の景観と
打ち放しコンクリートに囲まれた同ハウス内のレス
トランで、昼食(和食)を堪能しました。この美術館
の展示物は、作家を島に宿泊させ、瀬戸内を感じな
がら制作してもらったもので、現代アートが持つ独
特の難解な雰囲気がなく、自然にアートの雰囲気に
入り込むことが出来ました。
　次に訪問したのが、地中美術館。この建物は世界
的に有名な建築家・安藤忠雄の代表作の一つです。
外の風景とは全く違う芸術の空間が、人間が本来
持っている美の心を感じさせました。
　他にも、草間彌生のオブジェや家プロジェクト
等々、日帰りではたん能出来ないほど多数の芸術作
品があり、島全体で訪れる者の感性に芸術を訴えて
いる……そんな島でした。
　また行きたい。次回行くときは、泊りで行きたい
……そう思わせる「直島」でした。
� （研修委員長　德納　剛）

研 修 旅 行
�瀬戸内海の芸術の島
　　　　「直島」の不思議を探る�

テーブルマナー研修


